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＜１．１＞ 退院事由の登録について 

システム管理画面にて退院事由を登録し、入退院登録業務にて退院処理を行う際に 

選択可能となりました 

 

１．システム管理の登録 

システム管理［5013 退院事由情報］にて退院事由の登録を行います。 

 

 

                退院事由設定画面 

＜項目説明＞ 

（１）区分コード（表示項目） 

・入退院登録業務より退院事由を入力する際に指定するコードです。 

各医院で任意のコード（２桁）を入力可能です。 

区分コードの設定は(W01)システム管理情報設定画面にて行う。 

（２）退院事由（必須入力項目） 

  ・退院事由の名称を設定します。 

（３）退院事由（略称）（必須入力項目） 

  ・退院事由の略称を設定します。 
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２．退院事由入力（入退院登録画面） 

入退院登録業務で退院処理を行う際に退院事由のコンボボックスより選択入力します。 

登録時に入力者が退院事由の把握をできていない場合は、未設定でも退院登録は可能 

です。 

過去の入院歴の退院事由については入院歴表示画面から退院事由の登録および修正を 

行えます。 

 

            入退院登録画面（完治を設定） 
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３．退院事由の変更 

過去の入院歴の退院事由については入院歴表示画面から退院事由の登録および修正が 

可能です。 
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＜２．１＞ 診療行為画面から入院会計照会への遷移機能 

入院患者の診療行為画面から入院会計照会画面に遷移が可能となりました。 

算定入院料等の確認を行う場合は「ｓｈｉｆｔ＋Ｆ１１」（入院会計）ボタン押下に 

より遷移します。 

 併せて診療行為画面から入退院登録画面への遷移も可能となりました。「ｓｈｉｆｔ＋ 

Ｆ６」（入退院登録）ボタンにより遷移します。 
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＜３．１＞ 転科転棟転室処理時の異動日以降の入院会計データについて 

ｖｅｒ２．４．ｘまでは転科・転棟・転室を行った際に、異動日以降の食事情報（カレ 

ンダー設定された内容）を上書きしていた為、変更されていた場合に再度医療機関で設 

定を行う必要があったが、ｖｅｒ２．５．０より上書きを行わない仕様としました。 

 

・処理例 

 １１／１より一般病棟に入院している患者の入院会計照会画面 

 （２０日～２５日の食事は“２”食事療養＋特別食） 
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 １１／１５より療養病棟に転室している患者の入院会計照会画面 

 （２０日～２５日の食事は“２”食事療養＋特別食を保持した状態で転室がされている） 
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＜４．１＞ カルテ３号様式について 

ｖｅｒ２．５．０より入院のカルテ３号紙を印刷可能となりました。 

 

１．会計照会のカルテ印刷を押下して、開始日・最終印刷頁・最終印刷行を入力する 

画面を表示し、「Ｆ１２」（印刷）ボタンを押下します。 

会計照会画面で表示中の入外区分により、入院患者であれば入院カルテ３号紙を、 

印刷します。 

入院のカルテ３号紙は、入院料だけの算定患者でも印刷を行えます。 

また、システム日の当日までを印刷対象とします。 

 

 

 

システム管理の出力先プリンタ割り当て情報で入院のカルテの出力先を設定します。 
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照会から「Ｓｈｉｆｔ＋Ｆ１２」（カルテ印刷）を押下します。 

 

「Ｆ１２」（印刷）ボタンにより入院のカルテ３号紙を印刷する。 
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＜５．１＞ 定期請求後、診療訂正による差額を次回の定期請求に反映する方法 

 

 診療訂正によって発生した差額について定期請求後に患者指定の請求確認画面を 

表示し、請求金額の変更を行うことで金額の増減を行える事を可能としました。 

（条件）同月内の定期請求情報のみが処理対象となります。 

 

  （Ｏ０１）定期請求画面より「Ｆ９」（請求確認）ボタン押下により画面遷移します。 

 

 定期請求確認画面で表示された差額を請求額に反映する場合は、請求金額を変更し 

入力を行うことで、金額の増減を行います。 

 

以下、処理例です。 

 

１．定期請求が月３回（１０日、２０日、月末）の医療機関で１期と２期について 

  定期請求済みの状態 
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２．２期の期間について診療行為（創傷処置２）の追加入力を行う 

 

 

３．３期の定期請求を行う 
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４．定期請求終了後にＦ９キー（請求確認）を押下する 
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５．請求確認画面に請求額の変更を行いたい患者番号を入力 

 

 

画面右側に２期の期間に入力した創傷処置２の点数に対する患者負担金を表示している。 

この金額を元に３期分の請求金額を変更（増減）することにより、今回請求への反映を 

可能としています。変更後はＦ１２キー（登録）を押下することでデータベースに記録 

を行います。 

ＳＨＩＦＴ＋Ｆ１２キー（印刷）を押下することにより請求書兼領収書の印刷を行いま 

すが、入力した２期の差額分は請求書兼領収書の調整金欄に記載を行います。 

診療訂正による差額を請求金額に反映させる方法として「請求金額」のボタン（金額入力

欄の横）を押下することにより反映することも可能です。 
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＜６．１＞ 選定入院患者の患者自己負担金について 

 

選定入院患者の患者自己負担金について定額設定とする場合に、一般患者と老人患者で 

それぞれ異なる患者負担金を設定できます。 

 

システム管理「5000 医療機関入院基本情報設定」又は「5006 病棟選定入院料情報設定」 

で、定額設定時に一般患者及び老人患者の設定を可能とする。 

既に入力されていた定額の金額についても画面設定は残しておき、「一般／老人」の共通 

金額の扱いします。 

 

医療機関入院基本情報設定と病棟選定入院料情報設定がどちらも設定されている場合は 

病棟選定入院料情報設定を優先して算定を行います。 

 

１．医療機関－入院基本情報設定画面での設定項目 
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２．病棟選定入院料情報設定（３階病棟） 一般１日 1900 円 老人１日 1800円で設定 

 

 

３．病棟選定入院料情報設定（６階病棟） 一般１日 2900 円 老人１日 2800円で設定 
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４．患者番号９１１９（一般患者）  １０月１１日に３階病棟から６階病棟へ転室 

 

 

５．患者番号９１１９（一般患者）を１０月３１日に退院処理した際の請求確認画面 
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選定自己負担－病棟別に設定 

（１日～１０日 １９００円）＋（１１日～３１日 ２９００円） ＝ ７９,９００円 

 

 

６．患者番号９１２０（老人患者）  １０月１１日に３階病棟から６階病棟へ転室 
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７．患者番号９１２０（老人患者）を１０月３１日に退院処理した際の請求確認画面 

 

 

選定自己負担－病棟別に設定 

（１日～１０日 １８００円）＋（１１日～３１日 ２８００円） ＝ ７６,８００円 
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＜７．１＞ 入院の診療行為から、入院処方箋（指示せん）を印刷する方法 

診療行為の’中途終了’押下時と、診療行為確認画面の’登録・印刷’押下時に発行 

指示画面を表示して発行の指示を行うことが可能です。 

 

・設定方法 

 １．システム管理の「５００７ 入院指示せん設定情報」から発行の有無を指定する。 

２．入院処方、注射処方、指示箋の見出しと印刷部数をそれぞれ入力する。 

３．発行部数のある見出しで、入院指示せんを発行部数毎に印刷する。 

４．システム管理の「１０３１ 出力先プリンタ割り当て情報」に入院処方箋・注射処方

箋・指示箋のプリンタ名を指定して印刷先を指定する。 

５．入院の診療行為で中途終了を押下した時、システム管理の入院指示せんが 

“発行する”になっていて、かつ、今回入力分に各帳票の対象の診療内容がある場合、

発行指示画面を表示する。 

６．入院処方箋は、投薬・在宅（薬剤・器材がある時）がある時、注射処方箋は、注射 

で薬剤がある時指示箋は、処置・リハビリがある時、以上が対象の内容となる。 

７．入院印刷指示画面から印刷の有無を指定できる。ドクターは入退院登録で登録して 

いる主治医と、該当の診療科のドクターを表示する。選択したドクターを帳票の医 

師とするが、診療行為登録時は反映されない。帳票のみのドクター指定となる。 

８．入院印刷指示画面で、’Ｆ４ 頭書印刷’を押下した場合は選択している帳票の頭書 

印刷を行う。 

９．入院印刷指示画面で、’Ｆ９ 発行のみ’を押下とした場合は帳票を印刷のみ行う。 

Ｆ１２ 発行・登録’を押下した時は、中途終了マスタを登録後、印刷を行う。 

１０．診療行為を登録後、確認画面で、’Ｆ１０ 発行・登録’を押下した時、入院印刷 

指示画面を表示する。この時、今回入力分に対象が無い時、指示画面は表示しない。 
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システム管理「5007 入院指示せん設定情報」で各帳票の見出しと印刷部数を設定します。 

 

 
システム管理「1031 出力先プリンタ割り当て情報」でプリンタを指定します。 
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入院診療行為画面で薬剤と点滴入力して中途終了を押下した状態 

 

 
 

この状態では診療内容が内服薬剤と点滴薬剤であることから、 

対象となる帳票（入院処方箋と注射処方箋）が“1 発行する”と自動設定されている。 

これをマウス（又はキーボード）の操作により“0 発行しない”への切り替えも可能です。 
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入院診療行為の確認画面で薬剤と点滴入力してＦ１０（登録・発行）を押下した状態 

 

 
 

診療行為画面から遷移した場合と同様の表示内容となります。 

操作についても同様です。 
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＜８．１＞ 福岡県の入院レセプト対応 

福岡県地方公費（乳・障・母）を持つ入院患者について、初診料を公費の給付対象外 

とし、国保入院レセプトを専用フォーマットで印刷を行えるようになりました。 

 

 １．福岡県の地方公費（乳・障・母）を持つ患者が処理対象です。 

２．給付対象外の自己負担金算定は社保、国保を問わず行います。 

３．福岡県地方公費（乳・障・母）を持つ国保レセプトは地方公費を記載しない単独扱

いのレセプトとなります。また、レセプト上段に「乳・障・母」の記載とレセプト

下段に給付対象外点数の印字が行われます。 

福岡レセプト例 

 

 


